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人間関係 盲人の周辺

久しぶり― .9私もあなたのこと心配してたの．I草山こずえさん（全盲、国際キリスト教大学4年生）
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実社 会で
9-
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きちんと自己主張すれば、いつも和気あいあいとばかりは

いかない。でもそれでいい。
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（写真と文 よしだあきこ ）
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人間が、人生を価値あるものとして生きられるかどうかは、我々が、いか

に外からのものを受取るか、いかに与えるか、そして、人間が、避けようと

しても避けられないものを、いかに敢然と許容するかにかかっている。
（フランクル）
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後 記

今回の企画をたておわって、ち ょうど原稿を依頼したときに、週刊新潮が、東京の

品川区の盲人職且s氏のことをとりあげた。

盲界では予想どおり大きな反密を呼び、とこの集りでも、一時はこの話頗でもちき

りだった。多くの意見は、 「盲人を差別している。節害者に対する偏見た。彼の周辺

にいる正眼職員の意識が問題だ。管理者はもっ と盲人の仕事に理解をもち、配忠すぺ

きだ」という、盲人集団対正眼者の対立意識に根ざしたものであった。点字毎日にの

った投稿も、おおむねその傾向がみられた。

しかし、その反面、公式の論調の外では、 「あれはあながちでっちあげではない。

いや、それより もむ しろ正確な記事だ。起因はS個人の人間性にあって、正眼職員と

の対立を盲人全体に対する偏見と受けとるのはまちがいだ」という声も しきりに聞か

れた。こうした意見はなかなか表にでにく いものだが、それをうらづけるのが、本号

の辻内氏の原稿であり、盲人に接 している人はど、盲そのものより個人の性格を重視

するという河内氏の論文であるといえよう。
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